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第五学年桜組 社会科学習指導案 

  

単元  情報をいかすわたしたち  

目標 

１ 情報の種類や活用の仕方を聞き取り調査し調べ，図表にまとめたり，大量の情報や情報通信技術の

活用は，産業を発展させ，国民生活を向上させていることを捉えたりすることができるようにする。 

２ 情報通信技術の活用を情報の種類や情報の活用の仕方に着目して，立場毎に取組を比較，関連付け

て考えたり，判断したりして，販売業が国民生活に果たす役割を説明することができるようにする。 

３ 販売業と情報の関わりに関心をもち，意欲的に情報の種類や情報の活用の仕方によって国民の生活

が，変化していることを話し合い，情報を見極め，判断し行動していくような態度を育てる。 

計画（７時間） 

１ 情報通信技術が活用される前後の様子を比較し，学習問題と見通しを立てさせる。      １ 

２ 情報通信技術の活用の仕方について，資料で調べ，販売業の役割について捉えさせる。    ５ 

 （１）見学，インタビュー     ①   （２）店の情報活用について        ① 

（３）本部の情報活用  ①（４）キャッシュレス決済について ①（５）危険性への対策  ①本時                      

３ これからの生活の変化について話し合い，国民としての自覚をもたせる。           １ 

本単元で育成する「情報活用能力」 

社会科との関連について：教材との関連【資質・能力の関係】情報→教科 

【情報活用能力の重点】 

Ａ 情報技術が悪用されると個人情報が流出したり，お金が引き出されたりするという危険性があるこ

とをとらえることができるようにする。 

 

【主眼１】 

キャッシュレス決済が増えているのは，情報が

流出しないようなパスワード設定，データ更新の

対策を協力して行うことで安全が守られ，利便性

がよくなることを捉えることができようにする。 

【主眼２】 

キャッシュレス決済における不正利用の対策を

はやさ，範囲，つながりに着目して関連付けて，関

係図に表す活動を通して，今後の電子マネーの使

い方について説明することができるようにする。 

【本学級の児童の実態】 【本単元における内容】 

○これまでに，社会的事象について複数の事実を

集め，人々の様々な取組を立場ごとに比較して，

関連付けることができるようになっている。 

○そこで，本単元では，大量の情報や情報通信技術

の活用することで産業が変化していることと国

民の生活を関連付けて，情報技術を活用する産

業の役割を理解できるようになると考える。 

○本単元では，大量の情報や情報技術の活用が，国

民の生活に及ぼす働きを様々な視点から見出す

姿を目指し，社会的事象の意味を見抜くことが

できるようになる上でも意義深い。 

○第５学年で，情報を伝える人々の学習で，放送や

新聞などの産業は，国民生活に大きな影響をい

及ぼしていることを学習してきている。 

○本単元では，情報の種類，活用の仕方などに着目

することで，聞き取り調査したり映像や新聞な

どの資料で調べて，大量の情報や通信技術の活

用は，様々な産業を発展させ，国民生活を向上さ

せていることを理解する。 

○このことは，中学校の地理的分野である「資源・

エネルギーと産業」や公民的分野である「私たち

が生きる現代社会」の学習へと発展していく。 

 

【本単元における教材について】 

○本単元においては，店で活用されている POSシステムとキャッシュレス決済を教材として取り扱う。 

○ キャッシュレス決済は，消費者が簡単に買い物ができて，情報が瞬時に大量に集まり，販売者がそれ

を活かして，新たなサービスを提供していて，双方の立場から生活の向上を追究できる教材である。 

○この教材は，社会的事象の本質を見出す子供の姿を目指す上で，子供達が生活の中で経験のある買い

物の仕組みであり，具体的に話を聞いたり，変化を実感したりすることができるという価値がある。 
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本時学習過程 

段階 学習活動と予想される子供の反応 教師の具体的な支援 
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終

末 

 

 

１ キャッシュレス決済について前時まで調べたことを振り

返り，利便性について話し合うめあてをつかむ。 

 

 

 

 

 

 

 

２ キャッシュレス決済の不正利用に対する取組を調べ，対

策をしたことで危険性を乗り越えた仕組みと働きについて

話し合う。 

(1) 前時までの視点を振り返り，解決の見通しをもつ。 

 

 

(2) キャッシュレス決済の不正利用を起こさせない取組を

資料をもとに調べ，自分の考えつくる。 

 

 

 

 

 

 

 

(3) キャッシュレス決済の不正利用を克服するための仕組

みと働きについて話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 本時学習を振り返り，これからの自分の行動について考

える。 

 

 

○事実のズレからめあてを意識さ

せるために，不正利用があった事

実と利用者数の変化のグラフを

提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○調べる視点を明確にさせるため

に，前時までに捉えたキャッシュ

レス決済のよさを提示する。 

○考えを根拠をもってつくらせる

ために，消費者，販売者の人々の

インタビュー資料を提示する。 

 

 

 

 

 

 

○対策をとる難しさを捉えさせる

ために，原因追及までの過程を表

した資料を提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○これからの電子マネーを使う自

分の行動を考えさせるために，ホ

ワイトボードに行動を宣言する

場を設定する。 

 なぜ，キャッシュレス決済は不正利用されたのに利用

者が増えてきただろう。 

キャッシュレス決済が増えているのは，情報が漏れな

い対策を行い，不正利用ができないシステムがあり，販

売者や消費者も安全に買い物ができ便利だからである。 

【キャッシュレス決済不正

利用 2018年 12月】 

他者に利用されて，お金 

が使われる。 

【利用者数】 

2018年 12月 約 20万人 

↓ 

2020年 1月 約 2300万人 

 電子マネーをこれから

どのように扱っていくか

自分の行動を考える。 

・個人情報が入っている

ので，大事に扱う。 

・むやみに使わない。 

 

 危険に対しての安全に使えるように対策をしている。 

不正利用をさせないための工夫をしている。 

 

【未然防止】 

・パスワードの 

二重設定 

・本人確認通知 

 

【相談窓口】 

・２４時間 

対応 

・直接対応 

【補償制度】 

・不正利用の 

場合は，全額

補償 

・ 

・時間（瞬時） ・範囲（広域） ・つながり（相互） 

範囲 
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本単元の構成 

配時 学習活動と予想される子供の反応 教師の具体的な支援 
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１ 情報通信技術が活用される前と後の人々の様子を比較

し，販売業の発展を調べる単元のめあてと見通しについて

話し合う。 

(1) 情報通信技術が活用される前と後の人々の様子を比較

し，学習問題をつくり，見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ コンビニエンスストアの情報通信技術の生かし方につい

て調べ，国民の生活とのつながりを明らかにする。 

(1）コンビニエンスストアの現状を知るために，見学とイン

タビューを行い調べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○情報通信技術が活用される前と

後の人々の様子の違いを捉えさ

せるために，１９７０年代の駅の

改札口と現在の改札口の写真を

提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○コンビニエンスストアの情報通

信技術の活用の様子を捉えささ

せるために，２０年前のコンビニ

エンスストアの状況を店長さん

から話を聞く場を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 コンビニエンスストアでは，売り上げを上げるため

に，どのように情報通信技術を利用しているのだろう。 

・チケットが買える設備 

・自動コーヒー機 

・POS システム 

【１９７０年代の改札口】 【現在の改札口】 

・昔と今では，改札口の様子が全く違うよ。 

・人の混み具合が違う。 

・他にも違いはないかな。 

（予想） 

・コンビニでは，ポイントがつくようになった。 

・何にしても時間がかからなくなってきている。 

（見通し） 

調べること：コンビニエンスストアでの情報活用の仕方  

調べ方   ：店やおうちの人へのインタビュー，写真 

 

 現在のコンビニエンスストアは，２０年前と比べて，

お客さんのために，簡単にできるサービスや機械が増え

ている。 

【コンビニエンスストア売り上げ変化】 

 

・コンビニの売り上げ

が増えている。 

・１３年で売り上げは

約１，５倍以上だ。 

 

・自動でできるものが多い。 

・２０年前とは，全然違うんだね。 

 

【２０年前のコンビニエンスストア】 

・売れた数を数える。 

・印刷機のみ 

・店長が管理 
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本時 
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(2)コンビニエンスストアでの情報通信技術の活用の仕方に

ついて調べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)コンビニエンスストアの本部の人達の情報通信技術の活

用の仕方について調べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)キャッシュレス決済を利用した，情報活用の仕方につい

て調べる。 

(5)キャッシュレス決済の不正利用を乗り越えた取組を調

べ，自分たちの生活と関連付けて話し合い，自分の関わり

方について考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ これからの情報活用の在り方について考え，自分がどの

ように情報と関わっていくかについて話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

○お店で集まった情報がどのよう

に活用され，新たな情報に生まれ

変わるかを捉えさせるために，情

報の経路図を提示する。 

 

 

 

 

 

 

○本部の人達の情報の活用の仕方

を捉えさせるために，システム担

当の平原さん，マーケティング担

当の澤村さんのインタビュー資

料を提示する。 

 

 

 

 

 

○キャッシュレス決済と現金払い

を比較する場を設定する。 

○これからのキャッシュレス決済

を行う自分の行動を考えさせる

ために，ホワイトボードに行動を

宣言する場を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○これからの情報との関わり方を

考えさせるために，情報化社会の

中で起こってきた近年の事件の

資料を年代毎に提示する。 

 

 

 

 

キャッシュレス決済が増えているのは，情報が漏れない

対策を行い，不正利用ができないシステムがあり，販売者

や消費者も安全に買い物ができ便利だからである。 

【 】

・時間 

・商品名 

・個数 

【 】 

・データ組み合わせ 

・売れる商品予想 

・仕組み作り 

今後，情報化社会にのなかで，自分はどのように情報

と関わっていけばいいのだろう。 

・個人情報の問題 

・SNS の問題 

・デマ，フェイクの問題 

・たくさんのものから判

断する。 

・危険性を考える。 

 多くの情報からできるだけ売れ残りがないように発注

することができ，店の利益が上がる。 

全国の各お店から送られてくる大量の情報を分析し

て，どのお店でも使える仕組みをつくり提案している。 

【物流センター】 

・個数 

・配達先 

【マーケティング澤村さん】 

・情報分析 

・仕組みの改良 

・仕組みの説明 

【本部の情報】 

・売れ行きの

情報 

・発注情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


